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‭事業報告書‬

‭自　2023年12月  1日‬

‭至　2024年11月30日‬

‭2024年11月期における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症からの回復が進み、日‬

‭常生活や経済活動のほぼ完全な正常化が実現された。観光需要や消費活動が活発化し、内‬

‭需を中心とした経済の成長が見られる一方、輸入品価格の上昇やエネルギーコストの高騰‬

‭による物価上昇率は高止まりをし家計や企業に様々な影響を与えている。‬

‭このような経済環境において、当財団は、創作活動・人物共に優秀な学生クリエイター‬

‭に対して奨学金の給付や育成を行い、奨学金OB/OGにも長期的な活動の支援を行うこと‬

‭で、将来の社会に貢献し得る有用な人材を育成・支援することを目的として活動してまい‬

‭りました。当財団のギャラリーでの展示会も定期的に企画開催をすることで、次世代クリ‬

‭エイターの創作や活動がより社会と密接につながるよう運営を努めました。‬

‭　以下に2024年11月期の事業報告をいたします。‬

‭Ⅰ　事業‬

‭１．奨学金事業‬

‭2023年12月より奨学生募集を開始し、２回の選考委員会を経て、45名の第8期奨学‬

‭生を選定いたしました。2024年４月より各奨学生に対し月額10万円の奨学金を給付し‬

‭ております。‬

‭また、2024年12月より第8期奨学生の募集を開始する予定です。‬

‭[第１回選考委員会]‬

‭日時：2024年3月16日、17日‬

‭選考委員：森山 貴裕、小林 大介、久保 哲朗、南澤 孝太、薄久保 香‬

‭[第２回選考委員会]‬

‭日時：2024年５月25日、26日‬

‭選考委員：森山 貴裕、小林 大介、久保 哲朗、南澤 孝太、薄久保 香‬



‭２．奨学生指導事業‬

‭　第7期奨学生に対し以下の活動を行い、指導を行ってまいりました。‬

‭[活動報告会]‬

‭日時：2023年10月14日～2024年3月24日‬

‭概要：2022年4月末にオープンした「クマ財団ギャラリー」にて、グループ展シリーズ‬

‭「‬‭KUMAexperiment‬ ‭2023-24‬‭」‬‭を‬‭開‬‭催‬‭い‬‭た‬‭し‬‭ま‬‭し‬‭た。‬‭2023‬‭年‬‭10‬‭月‬‭14‬‭日‬‭か‬‭ら‬‭2024‬‭年‬‭3‬‭月‬

‭24日の約半年間にかけて全6企画を開催し、アート、テクノロジー、デザインなど多領‬

‭域の作品を発表しました。表現方法や活動地域の異なるクリエイターが共にグループ展‬

‭の企画設計を行いながら、様々な分野に関心を持つ方へ自身の作品を通じて１年間の活‬

‭動成果と今後の展望を報告し、各奨学生が社会と接続する場となるよう運営いたしまし‬

‭た。‬

‭　第8期奨学生に対し以下の活動を行い、指導を行ってまいりました。‬

‭[キックオフ]‬

‭日時：2024年7月6日‬

‭概要：六本木AXISギャラリーにて開催。8期生が直接顔を合わせるのは初めての機会と‬

‭なるため、それぞれの自己紹介や作品紹介を行い、また財団卒業生・理事など複数名の‬

‭関係者を招待したレセプションパーティーも開催し、懇親を深めました。‬

‭[夏合宿]‬

‭日時：2024年8月27日～29日‬

‭概要：2泊3日のプログラムである夏合宿では、秋から始まる活動報告展のグループに分‬

‭かれ、各自が展示する作品の構想を共有したのち、展覧会のテーマを設定して企画書の‬

‭作成を行いました。２日目には近隣のポーラ美術館にて展覧会見学と同館学芸員による‬

‭レクチャーを受け、展覧会設計について具体的な学びを獲得する機会を設けました。ま‬

‭た、企画内容の発表やディスカッション行いながら、展覧会に向けての構想のブラッ‬

‭シュアップすることで、異なる分野で活動する奨学生同士の交流を深める機会を提供し‬

‭ました。クリエイターとして自身がどうあるべきかなどについて、普段の制作や研究か‬

‭ら離れて今後の指針をじっくりと考える時間となるよう運営しました。‬

‭[活動報告会]‬

‭日時：2024年11月1日～2025年3月30日‬



‭概要：東京・六本木の「クマ財団ギャラリー」にて、8つのグループ展企画を2024年11‬

‭月から実施しております。本シリーズでは企画の段階から学生が主体となり構想、実施‬

‭できることを重んじ、クリエイターとしての発表の機会について多角的に学ぶ機会を提‬

‭供。アート、テクノロジー、デザイン、パフォーマンスなど多領域の作品を発表し、‬

‭様々な分野に関心を持つ多数の来場者の方へ各奨学生が自身の作品を通じて活動成果と‬

‭今後の展望を報告し、各奨学生が社会と接続する場となるよう運営を行っております。‬

‭３．活動支援事業‬

‭　2月より2024年11月期第１回目の活動支援生募集を開始し、５月に7名・1,000万円‬

‭の支援を採択いたしました。‬

‭　また、4月より2023年11月期第２回目の募集を開始しており、2025年1月に最終選考‬

‭の予定となっております。‬

‭[第１回選考委員会]‬

‭日時：2024年5月25日‬

‭選考委員：森山 貴裕、小林 大介、久保 哲朗、南澤 孝太、薄久保 香‬

‭[活動報告会]‬

‭日時：2024年5月11日～9月30日‬

‭概要：2022年11月期もしくは2023年11月期に採択した活動支援メンバーのうち、有志‬

‭による活動報告会としての個展・パフォーマンスイベントシリーズ「KUMA‬

‭selection2024」を5月11日から9月30日まで10会期にわたり東京・六本木の「クマ財団‬

‭ギャラリー」にて開催しました。ギャラリーでの展示をとおして、クリエイターが社会‬

‭とつながる場を提供し続けることを目標に、運営を続けています。‬

‭[インタビュー]‬

‭日時：採択後、クリエイターの活動に合わせて実施‬

‭概要：活動支援事業に採択された全支援生について、成果報告として支援したプロジェ‬

‭クトや作品についてのインタビュー記事を作成。サイト上で配信を行うことで、若手ク‬

‭リエイターの活躍を伝え、社会とつながるきっかけのひとつとなるよう活動を行ってい‬

‭ます。‬

‭Ⅱ　管理‬

‭１．理事・監事に関する事項‬



‭理事定数　３名以上７名以内　現在３名　任期２年‬

‭監事定数　２名以内　現在１名　任期２年‬

‭役職‬ ‭氏名‬ ‭勤務形態‬

‭代表理事‬ ‭馬場 功淳‬ ‭非常勤‬

‭理事‬ ‭鎌田 真理雄‬ ‭非常勤‬

‭理事‬ ‭中城 哲也‬ ‭非常勤‬

‭監事‬ ‭岡田 具巳‬ ‭非常勤‬

‭２．評議員に関する事項‬

‭評議員定数　３名以上７名以内　現在３名　任期４年‬

‭役職‬ ‭氏名‬ ‭勤務形態‬

‭評議員‬ ‭佐藤 貴之‬ ‭非常勤‬

‭評議員‬ ‭玉川 雅之‬ ‭非常勤‬

‭評議員‬ ‭原井 義昭‬ ‭非常勤‬

‭３．理事会開催状況‬

‭開催年月日‬ ‭会場‬ ‭主な決議事項‬

‭第１回‬

‭2024年１月29日‬
‭オンライン‬

‭2023年11月期第2回目の活動支援生承認の件‬

‭2023年11月期事業報告及び附属明細書承認の件‬

‭2023年11月期計算書類(貸借対照表及び正味財産増減‬

‭計算書)及び‬

‭　　　　　　　附属明細書並びに財産目録承認の件‬

‭定時評議会に提出する監事候補者の件‬

‭代表理事選任の件‬

‭2024年11月期第1回定時評議員会開催招集の件‬

‭第２回‬

‭2024年５月28日‬
‭オンライン‬

‭2024年11月期奨学生承認の件‬

‭2024年11月期第１回活動支援生承認の件‬

‭職務権限規程の件‬

‭第３回‬

‭2024年11月8日‬
‭オンライン‬

‭2025年11月期事業計画・応募要項の件‬

‭2025年11月期収支予算書・資金調達の件‬

‭特定寄附金募集の継続の件‬

‭選考委員選任の件‬



‭４．評議員会開催状況‬

‭開催年月日‬ ‭会場‬ ‭決議事項・報告事項‬

‭第１回‬

‭2024年２月19日‬
‭オンライン‬

‭2023年11月期事業報告及び計算書類及び‬

‭財産目録承認の件‬

‭理事の選任の件‬

‭評議員の選任の件‬

‭５．内閣府　公益法人行政担当への届け出‬

‭届出年月日‬ ‭届出内容‬

‭2024年 ２月 28日‬ ‭事業報告等の提出‬

‭2024年11月 28 日‬ ‭事業計画書等の提出‬



‭2024年11月期事業報告　附属明細書‬

‭自　2023年12月  1日‬

‭至　2024年11月30日‬

‭2024年11月期事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第‬

‭34条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しない‬

‭ので作成しない。‬

‭2024年11月‬

‭公益財団法人　クマ財団‬


